
森林破壊・土地転換のない
サプライチェーンを目指して

WWF Japan

森林グループ

2023年3月1日



相馬真紀子
WWF ジャパン森林グループ森林グループ長

大学にて地理・環境学の学士号を取得後、大学院にて国際環境協力を学び、修士号取得

コンサルティング企業にて、東南アジア、アフリカ
地域を中心とした農村開発／アグロフォレストリー
の実施・調査に従事した経験を経て、2018 年に
WWF入局

木材やカカオなどの森林コモディティのサプライ
チェーンをより持続可能なものに改善するため、ア
ジアやアフリカ諸国の生産現場での森林保全プロ
ジェクトの立案・管理や、森林コモディティを調達
する日本企業とのエンゲージメントを担当
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森林破壊の最前線
◼ 3/4が家畜飼料として消費される
◼ 世界的に肉消費が増加→大豆需要がさらに増加するとみられている

家畜用飼料
燃料用 工業用

食用

Source:
https://wwf.panda.org/discover/our_focus/forests_practice/deforestation_fronts_/

https://www.wwf.or.jp/activities/activity/4547.html

https://wwf.panda.org/discover/our_focus/forests_practice/deforestation_fronts_/
https://www.wwf.or.jp/activities/activity/4547.html


7コモディティのサプライチェーンを改善すれば、

森林破壊・土地転換の要因を大きく減らすことができる

世界の自然生態系は危機的状況

持続可能でない農林畜産業が主な原因



❶
WWFジャパン森林保全活動の現場（2022～2026）

森林破壊ゼロを目指した生産改善、野生生物の生息地の保全、地域住民との共存、サステナブルな調達と消費
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天然ゴムやアブラ
ヤシ栽培のための
農地拡大や密猟か
ら森を守る

紙パルプや天然ゴ
ム、アブラヤシ栽
培のため農地拡大
や密猟から森を守
る

県政府も巻き込み、
小規模農家に環境
にやさしいアブラ
ヤシ農法を普及

森林火災や放牧か
らコアラの森を守
り回復させるため
の植林や保護活動

地域住民へのアグ
ロフォレストリー
普及による荒廃地
の回復

小規模カカオ農家
にアグロフォレス
トリーを普及

森林破壊リスクの
ある農林畜産物を
調達する日本企業
にサステナブル調
達を促すためのエ
ンゲージ
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